
２
０
１
１
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
産
業
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
�
部
・
入
賞
論
文

「
日
本
の
良
さ
」
新
た
な
強
み
に

�
部
・
選
考
短
評

若
い
人
達
の
知
恵
と
力
に
期
待

【

部
　審
査
委
員
】

順
不
同

　
　

委
　員
　長

　
相
澤
　
益
男
氏

総
合
科
学
技
術
会
議
議
員

副
委
員
長

　
椎
名
　
武
雄
氏

日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
名
誉
相
談
役

委
　
　
員

　
水
野
　
正
人
氏

経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策
局
産
業
人
材
政
策
室
長

　
坪
田
　
秀
治
氏

日
本
商
工
会
議
所
理
事
・
事
務
局
長

　
井
上
　
　
洋
氏

日
本
経
済
団
体
連
合
会
社
会
広
報
本
部
長

　
藤
巻
　
正
志
氏

経
済
同
友
会
執
行
役

　
水
藤
　
几
僖
氏

日
本
能
率
協
会
顧
問

　
松
川
　
昌
義
氏

日
本
生
産
性
本
部
理
事
長

　
椎
名
武
雄
審
査
副
委
員
長

　
日
本
で
は
大
震
災
の
後
、

欧
米
中
東
ア
ジ
ア
で
も
不

安
定
な
政
治
経
済
社
会
現
象

が
頻
発
す
る
な
か
、
若
い
人

達
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど

た
ちの

よ
う
に
生
き
よ
う
と
し
て

い
る
か
、こ
れ
を
知
り
た
い
、

と
い
う
の
が
今
年
の
論
文
に

対
す
る
期
待
で
あ
っ
た
。

　
提
起
さ
れ
た
課
題
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
目
立
っ
た
の

は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
対
応
だ
。
積
極
策
を
提

言
す
る
論
文
が
多
く
、
日
本

企
業
の
海
外
で
の
存
在
感
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
、

顧
客
主
義
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
、
外
国
人
の
更
な

る
活
用
を
図
ろ
う
等
。
ま

た
、
農
業
・
医
療
な
ど
、
よ

り
深
く
専
門
領
域
に
踏
み
込

み
、
問
題
を
鋭
く
指
摘
す
る

も
の
も
あ
っ
た
。
大
震
災
を

積
極
的
未
来
の
契
機
と
し
よ

う
、
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

　
文
章
力
が
特
段
に
向
上
し

た
の
は
大
き
な
成
果
で
あ

る
。惜
し
む
ら
く
は
、内
容
は

前
向
き
な
が
ら
論
調
は
総
じ

て
お
と
な
し
い
こ
と
で
、

論
文
と
い
う
性
格
上
や
む
を

得
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
世
界
の
抱
え
る
課
題
に
終

り
は
見
え
ず
、
わ
が
国
が
多

く
の
難
問
を
新
し
い
国
づ
く

り
に
つ
な
げ
よ
う
と
国
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
現

在
、
若
い
人
達
の
知
恵
と
力

に
期
待
す
る
声
は
ま
す
ま
す

高
く
な
り
、
出
番
が
求
め
ら

れ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
皆

さ
ん
の
真
剣
な
問
題
意
識
と

提
言
が
国
家
的
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
る
よ
う
皆
さ
ん
の

力
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

　
相
澤
益
男
審
査
委
員
長
　

今
、
「
日
本
の
良
さ
」
が
、

世
界
か
ら
見
直
さ
れ
て
い

る
。
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
」
は
、
「
決
し
て
挫
け
な

く
じ

い
元
気
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

「
さ
わ
や
か
さ
と
ひ
た
む
き

さ
」
で
ミ
ラ
ク
ル
を
つ
く
り

続
け
、
世
界
を
感
動
の
渦
に

引
き
込
ん
だ
。
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
、
日
本
人
の

節
度
あ
る
行
動
が
、
諸
外
国

の
驚
嘆
の
的
と
な
っ
た
。
ア

ジ
ア
が
躍
進
す
る
時
代
を
迎

え
、
欧
米
に
な
い
「
日
本
の

良
さ
」
は
、
「
あ
す
の
企

業
」
に
と
っ
て
も
新
た
な
強

み
に
な
り
そ
う
だ
。

　
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
の
目

も
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
向

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
最
終
選
考
に
残
っ
た

件
の
応
募
論
文
の
多
く
が
、

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
「
和
の

こ
こ
ろ
」
「
お
も
て
な
し
」

と
い
っ
た
、
日
本
の
良
さ
に

つ
な
が
る
モ
チ
ー
フ
を
取
り

上
げ
て
い
た
。
し
か
し
、
日

ご
ろ
慣
れ
親
し
ん
だ
表
現
で

あ
る
だ
け
に
、
明
確
な
ビ
ジ

ョ
ン
を
構
築
し
、
「
あ
す
の

企
業
」
に
つ
い
て
、
イ
ン
パ

ク
ト
あ
る
提
言
と
す
る
こ
と

に
か
な
り
の
難
し
さ
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

　
一
席
に
選
ば
れ
た
の
は
、

加
藤
麻
美
さ
ん
の
「
社
内
の

意
識
改
革
か
ら
考
え
る
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。
日
本
が
再
び

世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
の
強
化
、
多
様
な
人
材

の
重
視
、
そ
し
て
和
の
こ
こ

ろ
の
見
直
し
、
と
い
う
三
つ

の
意
識
改
革
を
推
進
す
べ
き

で
あ
る
と
の
提
言
だ
。
英
語

は
ツ
ー
ル
に
過
ぎ
な
い
、
肝

す

心
な
の
は
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
だ
、
と
自

ら
の
体
験
や
エ
ビ
デ
ン
ス
を

活
か
し
た
説
得
力
あ
る
展
開

いが
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
二
席
は
、
武
藤
夕
美
子
さ

ん
の
「
企
業
が
日
本
に
で
き

る
こ
と
　
人
の
国
際
移
動
が

日
本
を
救
う
」
で
あ
る
。
日

本
企
業
の
良
さ
を
外
国
人
に

知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
、

「
交
換
就
労
」
を
進
め
る
と

い
う
、
互
恵
的
な
人
材
の
国

際
移
動
の
提
言
で
あ
り
、
ユ

ニ
ー
ク
さ
が
評
価
さ
れ
た
。

　
僅
差
で
、

橋
匠
さ
ん
の

「
若
者
の
就
農
を
促
し
、
強

い
農
業
を
作
る
」
と
新
川
宏

美
さ
ん
の
「
明
日
、
明
後

日
、
そ
の
先
の
未
来
」
が
、

三
席
に
選
ば
れ
た
。

橋
さ

ん
は
、
高
齢
化
と
厳
し
さ
を

増
す
農
家
の
明
日
を
開
く
た

め
に
、
新
し
い
価
値
創
造
を

目
指
し
た
農
業
へ
の
参
画
を

若
者
に
訴
え
、
新
川
さ
ん

は
、
若
者
に
対
し
て
ベ
テ
ラ

ン
社
員
を
メ
ン
タ
ー
と
し
て

活
用
し
、
日
本
の
良
さ
を
継

承
し
つ
つ
、
持
続
的
に
発
展

す
る
企
業
の
明
日
を
つ
く
ろ

う
と
提
言
。
い
ず
れ
も
、
力

作
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

努
力
賞

奨
励
賞

　
▽
地
域
愛
を
企
業
愛
へ

関
根
依
純

Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ

▽
企
業
の
労
働
時
間
短
縮
に

つ
い
て

永
井
萌

関
東
電

気
保
安
協
会

▽

大
震
災

に
際
し
て

ネ
パ
ー
ル
に
学

ぶ

ご
近
所
付
き
合
い

五
味
愛
子

ラ
イ
オ
ン

▽

品
質
改
善
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

吉
岡

拓
人

三
菱
電
機
特
機
シ
ス

テ
ム

▽
戦
略
的
女
性
活
用

の
た
め
の
環
境
づ
く
り

永

田
光
三
郎

Ｉ
Ｈ
Ｉ

▽
企

業
中
心
の
健
康
づ
く
り
制
度

の
提
案

柴
田
晃
佐

富
士

通
長
野
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

▽
海
外
市
場
で

の
日
本
企
業
の
存
在
感
を
取

り
戻
す
た
め
に

峰
川
頌
子

Ｈ
ｉ
ｔ
ｚ
日
立
造
船

▽

自
動
化
の
導
入
や
企
業
の
海

外
進
出
と
技
能
者
の
育
成

下
山
丸
加

森
精
機
製
作

所

▽
１
０
０
人
の
チ
ー
ム

池
町
信
哉

ヤ
マ
ハ
発
動

機

▽
産
学
連
携
に
よ
る
人

材
の
確
保

鈴
木
皓
久

三

菱
電
機
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア

▽
災
害
と
戦

争
か
ら
み
る
ロ
ボ
ッ
ト
産
業

繋
弥
生

キ
ャ
リ
オ
技

研

▽
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
商
品
開
発

溝
上
菜

見
子

富
士
通
九
州
シ
ス
テ

ム
ズ

　
▽
日
本
企
業
が
世
界
で
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

嶋
博
司

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ト
ー
キ

ン

▽
国
際
企
業
へ
の
土
俵

入
り

宮
本
英
明

金
子
産

業

▽
企
業
に
合
っ
た
人
材

を
確
保
す
る
た
め
の
就
職
活

動
に
つ
い
て
考
え
る

後
藤

有
加
里

Ｎ
Ｅ
Ｃ

▽
「
働

く
」
と
は

塩
見
朋
子

Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ａ
ク
リ
ー
ン
エ
イ

ド

▽
小
さ
な
積
み
重
ね
の

チ
カ
ラ

島
田
裕
輝

ア
ル

ゴ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

▽
も

の
づ
く
り
は
人
づ
く
り

藤

田
佳
岳

日
本
電
設
工
業

▽

型

と

遊
び

か
ら

生
ま
れ
る
創
造
性

長
田
悠

吾

Ｓ
Ｒ
Ａ

▽
失
敗
に
学

び
、
不
確
実
性
に
挑
む

横

山
祐
真

日
鉄
鉱
業

▽
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
よ
る
企
業
の
危
機
管

理

森
皓
一

同

▽
日
本

国
内
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成

森
田
博
充

富

士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク

▽
共

通
言
語
は
初
音
ミ
ク

無
償

の
協
業
が
世
界
を
変
え
る

窪
田
浩

Ｊ
Ｎ
Ｃ

▽
企

業
の
成
長
へ
と
つ
な
が
る
就

職
活
動
の
改
善

有
山
大
祐

コ
ア

▽
日
本
ら
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル
化

白
岩
麻
子

三
木
プ
ー
リ

▽
日
本
の

技
術
職
に
対
す
る
理
解
の
必

要
性

川
上
絵
里

日
本
電

子

▽
読
み
と
大
局
観
に
よ

る
企
業
戦
術

犬
田
雅
之

日
本
バ
ル
カ
ー
工
業

▽

企
業
と
子
供
が
密
接
に
関
わ

る
社
会
を
考
え
る

布
施
和

志

ア
ル
バ
ッ
ク

▽
組
織

と
個
人

岡
村
勇
希

日
立

物
流

▽
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

ド
の
活
用
に
よ
る
電
力
の
共

同
体
自
治
を
め
ざ
し
て

寿

田
竜
大

日
阪
製
作
所

▽

大
規
模
災
害
に
備
え
る
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
り
方
に

つ
い
て

横
山
佳
宏

モ
リ

タ

▽
企
業
の
存
在
と
働
く

こ
と
に
対
す
る
動
機
付
け

石
黒
雅
人

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
デ
ィ

ス
ク
リ
ー
ト
デ
バ
イ
ス

▽

環
境
対
策
か
ら
考
え
る
企
業

の
あ
り
方

岩
橋
知
之

東

洋
炭
素

▽
企
業
理
念
か
ら

生
み
出
さ
れ
る
成
功

堀
口

博
史

堀
場
エ
ス
テ
ッ
ク

▽
企
業
の
危
機
管
理

宮
本

武
明

栗
本
鐵
工
所

▽
求

む
！
適
応
能
力
と
泥
臭
さ

森
洋
治

オ
ム
ロ
ン

▽
日

本
企
業
の
技
術
と
事
業
に
柔

軟
性
が
与
え
る
も
の

松
本

直
己

タ
キ
ロ
ン

▽
近
江

商
人
に
学
ぶ
　
日
本
企
業
の

海
外
事
業
の
あ
り
方

岩
倉

卓
也

山
陽
特
殊
製
鋼

▽

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

中
村
弥
生

江

崎
グ
リ
コ

▽
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
と
教
育
の
視
点

か
ら

白
井
晋
子

バ
ン
ド

ー
化
学

▽
新
社
会
人
の
心

得

氏
原
聡
太

き
ん
で

ん

▽
日
本
企
業
の
こ
れ
か

ら

阿
部
誠
也

酉
島
製
作

所

▽
社
員
の
意
識
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化

高
田
夏
希

シ

ャ
ー
プ

▽
今
後
日
本
企
業

が
海
外
企
業
と
戦
う
た
め
に

必
要
な
こ
と

高
井
繁
吉

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
シ
ス
テ
ム
テ
ク

ノ

▽
多
様
な
視
座
か
ら
捉

え
る

山
田
寛
乃

中
部
電

力

▽
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
若
手
技
術
者
の

育
成
を

溝
口
勝
哉

同

▽
あ
す
を
担
う
人
材
を
創
る

柴
山
知
慶

Ｔ
Ｙ
Ｋ

▽

人
材
確
保
の
た
め
の
柔
軟
な

対
応

野
村
駿
介

安
川
電

機

▽
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
企
業
に
お
け
る
有

用
性

永
野
一
徳

正
興
電

機
製
作
所

あすの企業を考える お
も
て
な
し
を
世
界
に

「
社
内
の
意
識
改
革
か
ら
考
え
る
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

�部第一席加藤かとう麻美まみさん（センコー）
　日刊工業新聞社は経済産業省、日本商工会議
所、日本経済団体連合会などの後援を得て、
年度の新入社員を対象とした「フレッシャーズ産
業論文コンクール」を実施した。コンクールは
あすの企業を考える をテーマに毎年実施。今回
は 部・ 部合わせて 社・ 編の応募があっ
た。国際市場での日本企業の競争力低下を受けた
形で、企業のグローバル化や人材の国際移動、中
小企業の海外進出、顧客主義といった内容が目立
つ一方で、強い農業づくりを目的に若者の就農促
進を提案した論文もあった。その中から経済産業
大臣賞（第 部第一席 日本商工会議所会頭賞
第 部第一席 など優秀作に選ばれた 編の入賞
論文を紹介する。表彰式は 日、東京都千代田区
飯田橋のホテルグランドパレスで開かれる。

～本社主催～

は
じ
め
に

　
近
年
、
情
報
技
術
の
め
ざ

ま
し
い
発
達
に
伴
い
、
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
急
速
に
進
ん
で
き
て
い

る
。
市
場
の
垣
根
が
取
り
払

わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

規
模
に
関
係
な
く
、
世
界
を

視
野
に
入
れ
た
企
業
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
向
け
て
、
多
く
の
日
本
企

業
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、

社
員
の
英
語
力
の
向
上
だ
。

実
際
、
日
本
人
は
近
隣
の
ア

ジ
ア
諸
国
と
比
べ
て
英
語
力

が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

や
楽
天
が
社
内
英
語
公
用
語

化
を
発
表
し
、
そ
の
他
の
企

業
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ

ア
を
昇
進
の
条
件
に
入
れ
る

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
ま
ざ
ま

行
わ
れ
て
い
る
。

　
確
か
に
、
英
語
は
世
界
共

通
語
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

お
い
て
も
欠
か
す
こ
と
の
出

来
な
い
言
語
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
疑
問

に
思
う
こ
と
は
、
果
た
し
て

英
語
力
の
強
化
が
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
繋つ

な

が
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
も
そ
も
、
英
語
は

最
低
限
必
要
な
も
の
で
は
あ

る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
ツ
ー

ル
に
過
ぎ
な
い
。
仮
に
社
員

す

全
員
が
英
語
を
話
せ
た
と
し

て
も
、
そ
の
企
業
が
グ
ロ
ー

バ
ル
企
業
に
な
る
と
は
限
ら

な
い
の
だ
。

　
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
条
件
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

私
は
、
言
語
と
い
う
ツ
ー
ル

を
身
に
着
け
る
よ
り
も
、
そ

の
土
台
と
な
る
社
内
全
体
の

意
識
改
革
が
先
決
で
あ
る
と

考
え
る
。
本
稿
で
は
、
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
際
し
て
必
要
な
意
識
改
革

を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
・
人
事
制
度
・
和
の
心

の
三
つ
の
視
点
か
ら
検
証
し

て
い
く
。

１．

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上

　
私
は
大
学
時
代
、
カ
ナ
ダ

に
一
年
間
交
換
留
学
し
て
い

た
。
留
学
中
に
履
修
し
て
い

た
観
光
学
で
は
、
二
時
間
の

授
業
の
う
ち
、
半
分
が
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
充
て
ら
れ

て
い
た
。
当
初
、
私
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
学
生
か
ら
発
音
や

文
法
を
褒
め
ら
れ
て
自
信
を

持
っ
て
い
た
が
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
と
一
転
、

何
も
話
す
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
自
分
の

意
見
を
体
系
的
に
整
理
し
て

話
し
た
り
、
主
張
し
た
り
す

る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
か
っ

た
の
だ
。

　
し
か
し
、
同
じ
く
ノ
ン
ネ

イ
テ
ィ
ブ
で
あ
る
台
湾
人
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
相
手
の

意
見
を
理
解
し
た
上
で
自
分

の
意
見
を
分
か
り
や
す
く
、

堂
々
と
述
べ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
学
生
が
大
半
を
占
め
る
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
終
始
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
引
っ
張
っ

て
い
っ
た
。
彼
女
は
正
規
留

学
生
で
あ
っ
た
が
、

正
し

い
英
語

を
話
し
て
い
る
と

は
言
い
難
か
っ
た
。
し
か

し
、
彼
女
の
抜
群
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
よ
っ

て
、
英
語
力
は
十
二
分
に
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
活
動

を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
言
語

を
使
う
こ
と
が
出
来
る
だ
け

で
は
世
界
で
通
用
し
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
む
世
の
中
に
お
い
て
本
当

に
必
要
と
さ
れ
る
力
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で

あ
る
。
こ
の
力
無
し
に
は
、

い
く
ら
英
語
の
発
音
が
き
れ

い
で
も
、
流
暢
に
話
す
こ

り
ゅ
う
ち
ょ
う

と
が
出
来
て
も
、
本
当
の
意

味
で
相
手
と
分
か
り
あ
う
こ

と
は
出
来
な
い
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
は
企
業
対
企
業

だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の

関
わ
り
合
い
で
成
立
す
る
。

従
っ
て
、
異
な
る
文
化
や
習

慣
を
持
つ
相
手
と
の
ビ
ジ
ネ

ス
に
お
い
て
、
個
々
の
社
員

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
に
大

き
く
関
わ
っ
て
く
る
の
だ
。

　
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
身
に
着
け
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
効
果
的
な
の
だ
ろ

う
。
例
え
ば
、
旭
硝
子
で

は
、
外
国
人
と
共
に
働
く
職

場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
言

語
だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
全
体
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る
。
企
業
内

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
を
作

り
出
す
こ
と
で
、
社
員
は
実

践
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
だ
。

　
ま
た
、
社
員
に
個
人
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を

多
く
与
え
る
こ
と
も
効
果
的

だ
。
自
分
の
意
見
を
論
理
的

に
述
べ
る
訓
練
に
な
り
、
主

張
に
説
得
力
が
増
す
よ
う
に

な
る
。
異
な
る
文
化
に
お
い

て
自
分
の
主
張
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
た
め
に
は
、
論

理
的
な
思
考
が
重
要
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
員
一
人

ひ
と
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
社
内
全
体
の
意
識
改
革

に
つ
な
が
り
、
企
業
の
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
大

き
な
原
動
力
と
な
る
の
で
あ

る
。

２．

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊

重
し
た
人
事
制
度

　
人
事
制
度
に
対
す
る
意
識

改
革
も
、
日
本
企
業
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ

る
。
民
間
企
業
の
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
１
１
年
度
の
外

国
人
留
学
生
採
用
予
定
企
業

の
割
合
が

・
７
％
と
、
前

年
比
で
二
倍
と
な
っ
た
。
未い

ま

だ
二
割
強
と
少
な
い
割
合
で

は
あ
る
が
、
外
国
人
の
採
用

に
意
欲
的
な
企
業
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
れ
に
対
し
、
法
務
省
に
よ

る
と
、
日
本
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
し
在
留
資
格
変
更
許

可
申
請
を
行
っ
た
学
生
は
、

２
０
１
０
年
度
に
は
１
０
２

３
０
人
と
、
前
年
比
で
１
５

５
９
人
減
少
し
て
い
る
。

　
外
国
人
留
学
生
の
採
用
を

前
向
き
に
検
討
す
る
企
業
が

増
え
る
一
方
で
、
日
本
企
業

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
留
学

生
は
減
少
し
て
い
る
。
な
ぜ

こ
の
様
な
現
象
が
起
こ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
民

間
企
業
の
調
査
の
中
の
、

「
企
業
が
外
国
人
留
学
生
の

採
用
で
障
壁
と
感
じ
る
も

の
」
と
い
う
項
目
に
注
目
し

た
い
。
企
業
の
約
九
割
が
留

学
生
の
採
用
に
障
壁
が
あ
る

と
回
答
し
、
最
も
多
い
回
答

が

受
け
入
れ
る
ポ
ジ
シ
ョ

ン
が
な
い
／
少
な
い

で

・
５
％
、
次
い
で
、

言
語

の
壁
に
よ
り
応
募
者
の
能
力

が
適
切
に
判
断
で
き
な
い

で

・
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
多

く
の
企
業
で
日
本
人
と
外
国

人
を
区
別
し
て
お
り
、
外
国

人
に
対
す
る
明
確
な
評
価
基

準
も
定
ま
っ
て
い
な
い
現
状

が
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
日

本
企
業
の
昇
進
制
度
に
は

ガ
ラ
ス
の
天
井
が
あ
る
と

い
う
。
い
く
ら
能
力
や
実
績

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
外
国

人
は
昇
進
に
限
界
が
あ
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
現
状
が
、
外
国
人
留
学

生
に
日
本
企
業
へ
の
就
職
を

た
め
ら
わ
せ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
企

業
の
人
事
制
度
は
外
国
人
に

と
っ
て
不
利
な
部
分
が
多

い
。
能
力
あ
る
社
員
を
獲
得

す
る
た
め
に
も
、
企
業
は
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
し
た

人
事
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

優
秀
な
人
材
を
、
国
籍
や
年

齢
、
性
別
な
ど
を
問
わ
ず
、

平
等
に
評
価
す
る
の
で
あ

る
。
外
国
人
社
員
だ
か
ら
通

訳
や
海
外
業
務
を
担
当
さ
せ

よ
う
、
と
い
う
判
断
で
な

く
、
本
人
の
能
力
や
実
績
を

重
視
し
、
適
切
な
人
事
を
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
。

　
平
等
な
人
事
制
度
の
例
と

し
て
、
三
光
合
成
や
ト
ヨ
タ

自
動
車
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
海
外
拠
点
に
お
い
て
、

幹
部
に
実
績
あ
る
現
地
人
材

を
登
用
す
る
こ
と
で
現
地
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
、
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
取

り
除
こ
う
と
努
め
て
い
る
の

だ
。
こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は

海
外
拠
点
に
お
い
て
現
地
人

材
を
幹
部
に
登
用
す
る
な

ど
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、

全
て
の
社
員
に
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重

し
た
人
事
で
、
企
業
と
外
国

人
社
員
と
が
Ｗ
Ｉ
Ｎ
―
Ｗ
Ｉ

Ｎ
の
関
係
を
築
く
こ
と
が
出

来
る
。
こ
れ
が
、
企
業
の
成

長
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
繋
が
る
の
だ
。

３．

和
の
こ
こ
ろ
を
世
界
へ

広
げ
る

　
私
の
大
学
時
代
の
恩
師
の

言
葉
に
、
「
真
の
国
際
人
と

は
、
日
本
の
心
を
持
ち
、
欧

米
的
な
論
理
的
思
考
も
出
来

る
人
で
あ
る
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
上
辺
だ
け
で
欧
米

う
わ
べ

を
ま
ね
、
日
本
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
っ
て
い
て

は
、
真
の
国
際
人
と
は
呼
べ

な
い
、
と
い
う
教
え
だ
。

　
こ
れ
を
企
業
に
当
て
は
め

る
と
、
単
純
に
欧
米
企
業
の

経
営
手
法
を
ま
ね
る
だ
け
で

は
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
は
達
成
出
来
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
も

そ
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
は
障
壁
を
取
り
除
く
こ

と
で
あ
り
、
個
性
を
失
く
す

な

こ
と
で
は
な
い
。
日
本
企
業

が
本
来
持
つ
和
の
こ
こ
ろ

や
企
業
理
念
を
失
え
ば
、
企

業
経
営
の
軸
そ
の
も
の
を
失

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
日
本
企
業
の
サ
ー
ビ
ス
は

お
も
て
な
し
と
も
呼
ば
れ
、

世
界
で
質
が
高
い
も
の
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
お
客
様

を
大
切
に
す
る
精
神
や
、
迅

速
で
細
や
か
な
対
応
は
、
他

と
差
を
つ
け
る
強
み
と
な

る
。
海
外
展
開
を
す
る
に
あ

た
っ
て
、
日
本
人
外
国
人
問

わ
ず
、
全
て
の
社
員
に
企
業

理
念
を
浸
透
さ
せ
る
べ
き

だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
海
外

拠
点
に
お
け
る
研
修
や
、
現

地
社
員
を
日
本
に
招
い
て
勉

強
会
を
行
う
な
ど
、
全
て
の

拠
点
と
連
携
を
取
っ
て
い
く

姿
勢
が
大
切
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

や
地
域
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な

対
応
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
地
域
の
文
化
や

習
慣
を
理
解
し
た
上
で
、
ど

の
よ
う
に
自
社
の
、
日
本
企

業
と
し
て
の
強
み
を
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
を

検
討
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
日
本
企
業
が
本
来
持
っ

て
い
る
良
さ
を
生
か
し
つ
つ

も
、
そ
の
地
域
に
合
っ
た
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
が
出
来
る
の
だ
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

和

の
こ
こ
ろ

と
い
う
と
、
正

反
対
の
も
の
に
思
え
る
。
し

か
し
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

和
の
こ
こ
ろ
こ
そ
、
他
と

の
差
別
化
を
図
る
大
き
な
強

み
と
な
る
の
だ
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
通
り
で
も
画
一
化
さ
れ
た

も
の
で
も
な
い
、
あ
た
た
か

な
和
の
こ
こ
ろ
に
よ
る
対

応
は
、
世
界
の
顧
客
を
引
き

付
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

海
外
に
通
用
す
る
企
業
を
目

指
し
て
体
制
を
改
革
し
て
い

く
だ
け
で
な
く
、
企
業
と
し

て
大
切
に
し
て
い
る
心
や
理

念
を
忘
れ
ず
に
、
社
内
が
一

つ
に
な
っ
て
意
識
を
高
め
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社

内
全
体
の
意
識
改
革
が
必
要

だ
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た

よ
う
に
、
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
尊
重
し

た
人
事
制
度
、
そ
し
て
、
日

本
企
業
の
和
の
こ
こ
ろ
の

見
直
し
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
へ
の
道
を
切
り
開
い
て
い

く
。
言
語
と
い
う
ツ
ー
ル
に

限
ら
ず
、
広
い
視
野
で
戦
略

を
立
て
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
一
人

歩
き
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

足
り
な
い
部
分
は
補
い
、
良

い
部
分
は
伸
ば
す
、
と
い
う

基
本
に
立
ち
返
っ
た
企
業
改

革
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

　
日
本
企
業
が
世
界
市
場
の

中
で
衰
退
し
て
き
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
。
し
か
し
、
日
本
企

業
の
技
術
力
や
影
響
力
は
、

ま
だ
ま
だ
衰
え
て
は
い
な

い
。
日
本
企
業
な
ら
で
は
の

強
み
を
生
か
し
、
再
び
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
た
め
に

は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
に
向
け
た
企
業
の
意
識
改

革
が
急
務
の
課
題
な
の
で
あ

る
。

【
参
考
文
献
】

・
経
済
産
業
省

「
人
材
の
国
際
化
を
推
進
す

る
企
業
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
集
」

・
株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
調
査

広
報
室

「
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に

関
す
る
調
査
」

・
法
務
省

「
平
成

年
に
お
け
る
留
学

生
等
の
日
本
企
業
等
へ
の
就

職
状
況
に
つ
い
て
」

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 １１月１８日 金曜日 　　


